
女子学生 におけ る食生活調査(3)

飲料摂取 について

大 久 保 洋 子

1は じめ に II方 法

日本は水のおいしい国で知 られ,い つでも

豊富に手に入り,飲 料 として飲むことにこだ

わ りはな く,水 道水になっても飲料用の水を

特別に購入す るなどということは特殊な場合

を除いては考えられない生活をしてきた とい

える。それでも江戸時代の本所,深 川あた り

の埋立地は水質が悪 く,井 戸も掘れず,水 屋

なる商売が成 り立ち,一 荷の水を四文で売っ

たといわれている。1)

我が国の近代的な水道施設は明治20年 の横

浜水道の通水が初めてであ り,明 治23年 には

水道条例が制定,公 布された。そして平成元

年3月31日 現在の我が国の水道普及率は94.2

%に 達 し,本 研究の対象者の主な居住区域で

ある神奈川,東 京は99.6～99.9%で ある。お

いしいはずの水道水 も最近は水源の富栄養価

が進み,臭 くてまずいといわれ,加 えて塩素

の害等も報 じられ,ミ ネラルウォーターや清

涼飲料水の売れ行 きが激増している。そして,

日本人の水への思い入れは深 く,厚 生省が

「おいしい水研究会」を設け,お いしい水の

条件 を報告 した りしている。

因に我々が一 日に必要 とする水分量は2～

2.5リ ッ トル とされ,そ のうち飲用水 として

1～1.2リ ッ トル,食 物か ら1リ ットル摂取

しているといわれている2)3)4)。そこで現在の

女子短大生について水,そ の他の飲料水の摂

取状況の調査 を行 ったので報告する。

①対象者 女子短大生A校107名

B校142名,合 計249名

②調査表

(a)飲料調査表 連続6日 間自己記入法。

(b)意識調査表18種 類46品 について

(表1,2)

③期 日1990年12月

III結 果および考察

1.対 象者の居住条件

現住所:A校 東京62%,神 奈川23%,埼

玉8%。B校 東京11%,神 奈川

88%。 両校 を合 わせる と東京37%,

神奈川55%で ある。

住居形態:自 宅82%,自 宅外18%,一 戸建

て住居59%,集 合住宅41%で あ

る。

井戸水 を使用:28名(約11%)

浄水器 を使用:12名(約6%)

2.水 の摂取状況について

(a)6日 間毎 日飲んだ者と飲まなかった者

および時々飲んだ もの を図1に 示 した。毎 日

わずかでも飲 んでいるものが9.2%で あり,

昨年の調査では23.7%で あったのでかなりの

減少を示 した。それに対 して6日 間とも飲 ま

なかった者が13.8%か ら43.3%と 高 くな り,

水離れが考えられる。 しかし両校 を比較 して

見 ると(図2)か な り差がみられたので もう
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表1飲 料調査表

月 日()

時 刻 種 類 内 容
摂 取 量

目 安 m1

一

生活記録

生活強度 1.2.3.4.5

表2意 識調査票

図1水 の摂取状況

1.水 飲む 時々 飲まない
111

大好き 好き 普通 嫌い 大嫌い
iiiii

飲んだことがない

理由(

)
調 査 飲 料 項 目

1.水2.ミ ネ ラル ウ ォー ター3.牛 乳

4.脱 脂 粉乳5.緑 茶6.緑 茶(缶)

7.緑 茶(ボ トル ・パ ック)8.ほ う じ茶

9.ほ う じ茶(缶)10.ほ う じ茶(ボ トル ・パ ッ ク)

11.麦 茶12.麦 茶(缶)13.麦 茶(ボ トル ・パ

ック)14.ウ ー ロン茶15.ウ ー ロン茶(缶)

16.ウ ー ロン茶(ボ トル ・パ ック)17.ジ ャス ミン

茶18.ジ ャ ス ミン 茶(缶)19.ジ ャ ス ミン茶

(ボ トル ・パ ック)20.ど くだ み茶21.は とむ

ぎ茶22.は とむ ぎ茶(缶)23.は とむ ぎ茶(ボ

トル ・パ ッ ク)24.紅 茶(リ ー フー テ ィー)

25.紅 茶(テ ィーバ ッ ク)26.紅 茶(イ ンス タ ン ト・

粉 末)27.紅 茶(缶)28.紅 茶(ビ ン)

29.紅 茶(ボ トル ・パ ック)30.コ ー ヒー(豆 か ら

ひい て)31.コ ー ヒー(ひ いて あ る もの をいれ る)

32.コ ー ヒー(缶)33.コ ー ヒー(ビ ン)34.コ

ー ヒー(イ ンス タ ン ト)35
.コ ー ヒー(ボ トル ・パ

ック)36.乳 酸 飲 料 濃縮(例 カル ピス)37.乳

酸 飲料(例 ヨー グル ト飲 料)38.乳 酸 飲料(例 ヤ

クル ト)39.ジ ュー ス 果 汁100%40.ジ ュー ス

果 汁50%41.ジ ュー ス 果 汁10～20%42.ジ ュ

ー ス 濃縮43
.炭 酸 飲料(缶)44.炭 酸飲 料(ビ

ン)45.健 康 飲 料46.ア ル コー ル

少 し経時的調査が必要である。

(b)次 に水 を飲んだ者の摂取量を表3に 示

した。これによると両校の差はあま り見られ

ず昨年 との差 も見られなかった。水 を飲む も

のは一 日約190祕 飲んでいると言 うことがで

きる。低値は薬を飲む時のみなどと理由が飲

料水 としてではない場合が多く,高 値 を示 し

た者は飲料水のほ とん どであるため,か なり

の開 きが見 られる。一 日100m尼以下の者は49

%と ほぼ半数を占め,200m£ 以下19%,200m君

以上は5%と 少な く,最 高値 は780m£であっ

たが特例 といえる。

3.水 分摂取状況(水,水 以外の飲み物およ

び汁物)に ついて

飲料水摂取状況を図3に 示した。飲み物即

ち水以外の飲み物で水分摂取量の75%を 占め

ている。飲み水 として水 をどの位摂取してい

るか という報告はないので過去のデーター と

比較できないが飲み物はここ数年でかな り変

化 したと考 えられる。

表3水 を飲んだ人の摂取量

全 体 平 日 休 日

A校 181.9 180.2 ・1

B校 190.3 187.5 204.5

平均 186.2 183.3 197.6

前報 193.2 ... 196.2
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A校 B校

図2水 を飲 んだ 日数

A校 B校

図3飲 料水摂取状況(全 体)

酒類食品月報5)によると近年若年層が屋外,

屋内を問わず"水"を 飲まなくなり,加 工飲

料 を飲む。 と記 している。1日1人 当りの飲

料水量は平均619祕 とな り,従 来いわれてい

る1尼 ～12尼 を大巾に下 まわった。これは

食事内容のソフ ト化や環境整備による発汗作

用の減少などにも起因す るのではないか と考

えられる。

4.水 以外の飲み物について

種類別飲料摂取率 を図4に 示 した。日本茶

が高い値 を示 している。緑茶は献立内容にも

関わりが深いので食事内容 との調査が必要 と

思われるのて,今 後の課題 としたい。紅茶 と

コー ヒーは合計すると1%ほ とB校 が高 くな

ったがほほ同じ率 と考えて良い と思われる。

従 ってコー ヒー と紅茶は同レヘルの飲み物 と

みて良い。中国茶は若い人達の痩せ志向 と健

康飲料 としてのイメー ジがあいまってかなり

定着しているので,両 校 ともに同割合を示 し

ている。ジュースと牛乳に両校の差が見 られ

るが今回の調査ではその理由 を解明す ること

は出来なかった。
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図4種 類別飲料摂取率

図5種 類別汁物摂取率

汁物摂取率 を図5に 示 した。味噌汁が圧倒

的に多く,す まし汁は2.4～2.9%と 低 い値 を

示している。地方的な要因も考えられるので

興味深い。その他の汁というのはうどんや ラ

ーメン,鍋 物等の汁を飲んだ場合の量 を記し

たものである。

次に各種飲料水の利用度 を図6に 示 した。

両校に差が見 られるのは水,牛 乳,日 本茶で,

A校 は 日本茶,紅 茶,ジ ュース,コ ーヒー,

中国茶,牛 乳,水 の順に頻度が高 く,B校 は水,

日本茶,牛 乳,紅 茶,コ ーヒー,ジ ュース,

中国茶で,飲 まれている量 と飲んでいるもの

の頻度 との割合は必ず しも一致 しないことが

わかる。各種飲料の市場における状況は生産

者サイ ドか らのデータによると,炭 酸飲料,

果実飲料等,コ ー ヒー飲料,ス ポーツ ドリン

ク,乳 飲料,ウ ーロン茶飲料,紅 茶飲料,乳

酸菌飲料,濃 縮乳酸飲料,ミ ネラルウォータ

ーの順になっている
。この情報化時代に若 い

人達はかな り敏感に対応しているのではない

か と思われるが,生 産量と利用率 とは一致 し

なかった。

5.意 識調査の結果について

飲む一飲 まないを摂取嗜好度 としてあらわ

したものが図7で ある。水 とミネラルウォー

ター を見ると飲む一飲まないが逆転 している。

ミネラルウォーターは1981年 から1984年 にか

けて銘水ブームで家庭に入 り込みながらその

後消費は低下傾向にあったが,1986年 頃から輸

入品が増加 したのに対応するように消費が拡

大,1989年 はミネラルウォーター全体の36.4%

が家庭用になっている。 ミネラルウォーター

とい うのは 「地下水等の うち,飲 用適の水
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図6各 種飲料の利用率

圏 水 ■ ミネラ・吻 一ター

図7摂 取嗜好度 水と牛乳 図8摂 取嗜好度 緑茶とウー ロン茶

(ミネ ラルウ ォー ター 脱脂粉乳)

(カル シウム,マ グネシウム(硬 度),及 び

PHを 除き,水 道法第4条 に適合する水)を

容器に詰めた水である。自動販売器やスーパ

ーなどにはボ トルパックの水が目を引 くが本調

査の対象者には未だ受け入れられていないと

言える。水 を飲む者の意識調査では 「おいし

い」「身近」「さっぱりしている」,飲 まないも

の は 「まず い」 「薬 くさい」 「テ レビで水 の汚

染状 況 を見 て」 な どが上 げ られ る。 これ に対

し ミネ ラルウ ォー ター につ いては飲 んだ こ と

が な い者が約30%あ り,飲 む もの は 「お い し

い」 「匂 いがな い」,飲 まない もの は 「買 って

まで飲 まな い」 「水 道 水 で十分 」 と記 してい

る。 まだ まだ嗜好飲料 の様 に買 って飲む もの
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悪 い」 な どとな ってい る。飲む もの は 「おい

しい」 「栄養が ある」「習慣」「水 が わ り」「パ

ンや おか しに合 う」が上 げ られ る。脂肪 の摂

取 に気 を使 って いる者 が 多いか と思 い脱脂粉

乳 を取 り上げてみ たが,60%弱 の者 が飲 んだ

こ とが ない と答 えてい る。

次 に緑 茶 とウー ロン茶の摂取嗜好 度 を図8

に 示 した。緑茶 は圧倒 的に リー フで飲 まれて

お り,90.7%を 示 し,缶30.6%,ボ トル ・パ

ッ クは12%で あ った。ウー ロン茶 は ここ数年

の健康飲 料や甘み のない飲料 として 人気 のあ

る飲料 であ る。図 で も明 らか な ように緑茶 に

比べ て缶82.9%,パ ッ ク62%で 缶 や ボ トル で

の利用度 が高 い といえ る。

次 に紅 茶 とコー ヒー につ いての摂 取嗜好度

を図9に 示 した。両者 の違 いは コー ヒー のイ

ンスタン トが69.8%と 高率 なのに比べ て紅茶

は36%で あ り,コ ー ヒーは レギュラー,イ ン

図io水 と 牛 乳 の 嗜 好 別 数

(ミ ネ ラル ウォー ター,脱 脂粉 乳)

ではなく,手 軽に手にはいるものでなければ

ならない物の一つ といえる。 グルメブーム,

アクアブームに一喜一憂するのはもう少し経

済力を持った層が敏感に反応 していると思わ

れる。

次に牛乳 と脱脂粉乳 をみると牛乳 を飲まな

いものは約20%,そ の理由は 「おいしくない」

「おなかが悪 くなる」「アレルギー」「後味が

スタント,缶 が50%以 上に対 して紅

茶は リーフ,テ ィーバ ック,ボ トル,

缶で紅茶のボ トルや缶は昨年からの

ヒッ ト商品の影響があり,紅 茶ティ

ーバック92 .2%と ともに定着するか

はここ数年の動 きを見る必要がある。

リーフやレギュラーで入れて飲む方

が香 り,味 も良い と認識 しながらも

利便性 ということからインスタン ト

を選び,そ れす らも面倒 ということ

で缶やボ トル を選び,自 分で入れた

ものよりも,味 や濃度が一定であ 弘

水や温度管理の関係か らかおいしい

と理由に挙げている。今夏は濃縮乳酸飲料 を

希釈 して缶やボ トルで売 り出した製品がヒッ

トしていることを考えるとお茶やその他の飲

料 を好みに応 じていれることよりも画一化 さ

れているものを日常ではとり,リ ーフや レギ

ュラーで飲むのは特別な時か,又 は少数派と

言うことになるのではないかと思われる。

次に水 と牛乳 とミネラルウォーター及び脱
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図ll緑 茶の嗜好別数

脂粉乳の嗜好度(好 き,嫌 い)に ついて示 し

たものが図10で ある。水に対 しては嫌 い,大

嫌いの数値に対 して ミネラルウォー ターは非

常に少なく,好 きについてみれば水 よりも高

い値 を示 している。しかし,摂 取嗜好度では

飲まないが74%で あった ミネラルウォーター

は経済性が大 きい理由になっている。牛乳は

摂取嗜好度 と嗜好度がほぼ同じ傾 向を示して

いる。緑茶,ウ ーロン茶,紅 茶,コ ーヒー,

について嗜好度を図11～14に 示 した。

緑茶は茶葉 を用いて飲むことは日本人とし

て 日常化 しているので大好き,好 きが高い。

又,B校 の対象者の食事調査では夕食の主食

に御飯の占める割合が高 く,食 事の ときの飲

み物 として緑茶がかなり飲まれている。ウー

ロン茶は嫌い,大 嫌いの割合が少な く缶 もボ

トル も好かれている。理由にはおいしいに加

えて,さ っぱ りすると感じるものが多い。紅

茶はリーフよりティーバックや缶が好かれて

いる。インスタン トは嫌いな ものが多い。コ

ー ヒーは好き,嫌 いが同 じ割合で占め られ,

豆か ら引いて入れたものが好 まれているが摂

取嗜好度を見るとインスタン トや缶が飲まれ

ている。

次に対象者が健康飲料 としてあげたものは

約26種 類の製品に上った。上位の ものをあげ

ると,フ ァイブ ミニ,ポ カ リスエ ッ ト,オ リ

ゴCC,鉄 骨飲料,オ ロナ ミンCで あった。

】Vま とめ

1.本 調査では飲料 としての水分摂取量が一

日当た り平均619祕 であった。そして,水 の

摂取量はA校39.6m£,B校80.2m君 であった。

井戸水を使用 しているものは28名,水 道に浄

水器を設置しているものは12名 であった。

2.水 分摂取量の低下の原因としては食事 内

容のソフ ト化や環境の変化即ち冷暖房による

温度調節で常に快適な状態におかれ,水 分の
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生理的蒸発量や発汗作用に変化が生 じている

事や運動量が少ないなどが考えられるが,本

調査では解明できなかった。

3.水 以外には 日本茶が比較的良 く飲まれて

お り,コ ー ヒー,紅 茶,中 国茶,ジ ュース,

牛乳 となり,炭 酸飲料や乳酸飲料は低い割合

を示 した。

4.飲 料水の摂取量 と利用度は必ず しも一致

しない。また摂取嗜好度(飲 む,飲 まない)

と嗜好度(好 き,嫌 い)も 一致しない。

5.ミ ネラルウォー ターについては好まれて

いるが購入するまではいかず,水 道水で良い

としている。しかし,水 道水の飲料嗜好度は

低下 している。

6.日 本茶,紅 茶,コ ーヒーについてみると,

日本茶 は茶 葉で紅茶,コ ー ヒー はテ ィーバ ッ

クや インス タン トが良 く飲 まれ てい る。

終わりにあた り本調査の共同研究者である

戸板女子短期大学の蟻川 トモ子先生,木 村真

由美さんに謝意を表 します。

本調査の一部は第43回 日本家政学会にて報

告 した。
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